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平成26年10月20日

　　　平成25年度まちづくりふれあいトークで
　　　出された質問や要望の対応状況について

【薮田地区】

氷　　見　　市
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

会場 1066 まつり 魚まつりを中止すると聞いたが、なぜ継
続できないのか。

元々、番屋街ができたら休もうという話がありました。市としても１１
回目を開催したいと思い関係者と協議しましたが、一旦休んで更
に良いものにしようということになりました。
平成２６年度は、多彩で個性豊かな食の魅力、いわゆる伝統的な
料理や新たに誕生したご当地グルメまで”氷見”の名を冠した様々
な食を「ひみ永久グルメ博」として発信するイベントを実施しまし
た。

■可能
■■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

観光・マーケティ
ング・おもてなし
ブランド課
メディア・プロ
モーション・観光
おもてなし担当
74-8106

会場 1067 防災 防災無線が聞こえ難い。場所によって
は、うるさい、ほとんど聞こえないなど。
地元の声を聞いていただきたい。地
形、範囲の問題についても研究してい
ただきたい。

運用開始以降、様々なご意見をいただいています。気象条件によ
り聞こえ方が左右されます。非常時には、複数の手段で情報を提
供していて、よほどの緊急時には、大音量のサイレンを流します。
防災行政無線のテレホンサービスを９月１日より運用開始しまし
た。0180-99-7777
民間事業者の無料メール配信サービスの活用も参考にしてくださ
い。防災行政無線は情報発信の一つの手段であり、いろいろな情
報を組み合わせて活用していただきたいと思います。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

市民参加と協
働・防災のデザ
イン課
地域防災担当
74-8021

会場 1068 林業 松田江長浜の松くい虫について、赤
テープを巻いた松が何箇月も放置して
ある。カミキリムシが発生しないうちに、
早い撤去、駆除を。

保安林、砂防林は県高岡農地林務事務所管理ですが、県は研究
して伐採時期を決めていると思われます。窪地区の方は、風が来
たら畑ができなくなるので、強く整備要望しています。現在はチッ
プにしています。チップには松くい虫は残っていないと聞いていま
す。市ではH25.12月補正で３，２９８千円を予算化し、枯木の伐採
処理及び健康木への薬剤樹幹注入による被害防止対策を実施し
ました。引き続き県の方でも、伐採処理を実施しました。

■可能
□■対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

農林畜産課
林業・循環エネ
ルギー振興担当
74-8097

会場 1069 道路 国道１６０号線藪田トンネル付近で、５
人の方が亡くなられている。拡幅などの
整備について。

市では、これまでも国・県に対して整備の要望を行ってきました。
今年も７月に知事・北陸地方整備局長等へ要望に行きました。今
年度は、泊地区において、自転車歩行者道整備事業の用地買収
及び工事が進められています。来年度の国・県への要望の際に
も、引き続き当該地内の改良について要望してまいります。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

建設課
企画管理担当
74-8071

会場 1070 道路 藪田トンネルについて、雨量規制があ
ると、小杉、泊地区は迂回路が無い。
晴れても、なかなか通してもらえない。
また、地域よって雨量規制が違うのは
なぜか。

雨量規制の数値が違うのが、落石の危険度が高いためです。整備
が進んだことにより、規制の数値は改善されてきています。来年度
の国・県への要望の際にも、雨量規制が緩和されるよう、整備促進
を国・県に働きかけてまいります。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

建設課
企画管理担当
74-8071
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

会場 1071 道路 小杉地区内迂回市道の整備について 道路の舗装については、原材料支給や道路整備地域支援事業な
どの活用も検討していただきたいと思います。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当
30-7070

会場 1072 土木 県道平阿尾線が６月に開通したのは良
かったが、排水路から池に水が入り、池
の底から水が漏れ畑に入っている。排
水路からも水漏れ箇所がある。修繕に
ついて。

県氷見土木事務所に問い合わせたところ、見田窪地内５０ｍの区
間で道路側溝の無いところがあり、そこから池に雨水が流れ込ん
だとのこと。この箇所については、２５年度中に側溝を整備しまし
た。
なお、畑については、耕作者は、災害の申請を行わないと聞いて
おります。修繕については、市単土地改良事業の活用をお願いし
ます。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

建設課
農林業基盤整
備担当
30-7011

会場 1073 土木 垂姫橋について、昭和１１年に架けら
れたが腐食が進んでいる。生活道路で
もあり架け替えをお願いしたい。

橋の劣化が著しいため、補修には多額の費用が必要となります。
現在、重量制限でのご利用となり、大変ご迷惑をお掛けしておりま
すが、すぐ近くに国道の橋があることから、現状のまま橋の状態を
観察してまいりたいと考えております。
これまで市の職員は、この橋は５千万円という、部分最適で判断し
てきましたが、６千万円の４割が自己負担として、２千４百万円を浅
野総一郎さんの公園整備に使ったらどんなことができるだろうか、
この公民館活動をもう少しやったらどうなるだろうか、そういう議論も
今日、この時代に生きている私たちの判断なんです。どっちでもい
いです市としては。地域の皆さんで決めて下さい。
今後、「垂姫橋のあり方」について、地区の皆様と検討していきた
いと考えております。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当
30-7070

会場 1074 土木 泊地区急傾斜工事の維持管理、雑木
の伐採について、高所に生い茂る雑木
など危険なため管理できない。下に民
家があり危険な箇所もある。伐採しても
らえないか。県に言っても担当ではな
いと逃げる。

県が担当であり、県に確認すると、現在の箇所は昭和５３年から平
成１８年にかけて施工している。初期に施工された箇所は３５年経
過しており、経年劣化が進んでいると認識しているとのこと。県では
必要に応じて調査しているが、多きな亀裂や雑木等があれば連絡
してもらいたいと言っています。氷見土木事務所に話すときは市も
同席します。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

県では個人所有の木であることか
ら、個人で管理していただきたいと
のことです。
また、市も同様ですが、施設や家
屋に被害をおよぼしそうな差し迫っ
た危険がある場合は、調査に行き
ますのでご連絡ください。

建設課
治水・治山担当
30-7071
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

現地 2016 土木 垂姫橋について
橋を下から見ていただくと、錆びた鉄骨
が露出し、状態の厳しさが分かる。

橋の劣化が著しいため、補修には多額の費用が必要となります。
現在、重量制限でのご利用となり、大変ご迷惑をお掛けしておりま
すが、すぐ近くに国道の橋があることから、現状のまま橋の状態を
観察してまいりたいと考えております。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当
30-7070

現地 2017 道路 小杉地内の迂回路について
集落内の道幅が狭く救急車も入ること
が出来ない。

道路の舗装については、原材料支給や道路整備地域支援事業な
どの活用も検討していただきたいと思います。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当
30-7070


